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(推進者 :鈴木樹理 ･大蔵 聡 ･
友永雅己 ･中村 仲)
本計画研究は,霊長掛こおけるストレス反
応の定量系の確立を初めとして､その応用として
霊長類の飼育環境や実験環境の評価系の検討､史
には動物福祉に基づく環境エンリッチメントへの
応用をも視野に入れた研究である｡平成8年度か
ら10年度の3年間は,これらの最初の段階という
位置づけとなる｡
初年度は､本計画研究課題をスタートする
に当たり,ストレス研究に関する理解を深めるた
めの研究会を7月に開催した｡研究会では､霊長
薫別こ限らず､生物のストレス反応について細胞レ
ベルから個体の行動までの幅広い鎖域において研
究を行っている第-線の研究者が鈍い､個々の研
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